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慈悲 
〈じひ〉 

 思いやる心 

勇猛 智慧 
〈ちえ〉 

 

〈ゆうみょう〉 

 正しい心 強い心 
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下野三楽園養育３つの柱



 

『日本に生きるとは・・・』 

                             主任指導員 西宮周一 

日本は世界中に存在する活火山の１０～２０％が集中する火山列島です。鹿児島の桜島は恒常的に噴火し、西

ノ島等南方海上の島々も頻繁に噴火しており、今現在も全国各地で活発な火山活動が続いています。 

 また、日本列島を中心にした地域は、同様に、地球全体の地震エネルギー放出

量の１０～２０％が集中する世界でも有数の地震多発地帯でもあります。 

阪神大震災、東日本大震災、熊本地震、雲仙普賢岳噴火、御嶽山噴火、そして 

記憶に新しい昨年元日の能登半島地震、同じく８月の日向灘地震（史上初めての 

南海トラフ地震臨時情報発令）等々、火山・地震活動はひとたび起これば、その 

地域に甚大な人的・物的被害をもたらす、極めておそろしい自然現象ではありま

す。しかしながらその反面、日本各地に点在する雄大かつ風光明媚な美しい自然

や、それに付随する多岐にわたる自然現象、様々な泉質の温泉（わたし好みの硫

黄泉）、自然エネルギー（地熱）発電など、わたしたちの日々の生活に多大な癒しや潤いを与えてくれる『源泉』

にもなる、誠にありがたい存在でもあるのです。 

さて、よく晴れた日には、本園が位置する宇都宮市篠井地区からもよく見え

て、栃木県のシンボルでもあり「県民の歌」の歌詞にも出てくる日光の男体山は、

従来『休火山』（休火山という括りは現在は使われていない）と言われてきまし

たが、直近の地質学的調査によって、実は近年にも噴火（近年とは言え４千年前

ではあるが、火山の寿命からしたら、４千年はほんのひと休みに過ぎない）した

痕跡がある、れっきとした若い『活火山』（過去１万年以内に噴火等の 

活動歴のあった火山）であることが判明しました。もし仮に男体山が噴火した際 

には、その規模にもよりますが、篠井地区にも火山灰や火山弾が降ってくる恐れが十分にありますし、雲仙普賢

岳や遠い昔のイタリアのポンペイ＊のように、火山災害の中では最もおそろしい火砕流＊がおそってくる可能性

もゼロではありません。とは言っても今すぐに噴火するというわけではなく（現状その兆候は見られていない）、

過度におそれる必要はありません。しかしながら、男体山（同じ県内の日光白根山や高原山も同様に活火山であ

る）は那須岳や富士山と同様に、国が指定する『近い将来噴火する可能性が高

い活火山』であることはまぎれもない事実なのです。 

歴史上、栃木県が震源地になった地震の中では最大規模の今市地震（篠井地

区の最大震度は５強～６弱？）から７６年、東日本大震災（篠井地区の最大震

度は６強）から１３年の歳月が流れました。 

先人いわく「天災は忘れたころにやってくる」（地球物理学者寺田寅彦の名 

言）、「備えあれば憂いなし」（中国の故事成語）、だれでも一度は聞いたことの

ある言葉だと思いますが、日本で生活する限り、改めてわたしたちはこの２つ

の警句は常に肝に銘じておくことが大切なのではないでしょうか。大きな地震や火山噴火が起こるのを未然に防

ぐことは不可能に近いですが、いわゆる「減災・防災」によって被害を最小限にとどめることは十分に可能なの

です。 『日本に生きる』ということは、そういう事です。 

 

＊ポンペイ…イタリア南部のベスビオ火山のふもとにあった都市。西暦７９年の同火山の噴火で発生し

た火砕流によって、ポンペイの街と人を一瞬のうちに焼き尽くした。 

＊火砕流 …極めて高温の火山灰や火山ガス（数百度～１千度）などが混ざり合って山の斜面を高速（時

速８０キロ以上）で流れ下る火山現象。  

＜伊豆大島三原山の噴火＞ 

＜山形・銀山温泉＞ 

 

 

 

＜能登半島地震被害＞ 



   

 

 

  

つばき居室（西館） 

    つばき居室の紹介をします。つばき居室では、小学生から高校生まで 

の女子児童が一緒に生活をしています。静かに過ごすことが好きな子もいれば、 

お話することが大好き子もいて、個性豊かな子どもたちばかりなので、ケンカ 

をすることもありますが、毎日楽しく過ごしています。 

   職員の代わりに年下の子の面倒を見てくれたり、ご飯の準備を手伝ってく 

れたり、毎日忙しくしている職員を気遣って声を掛けてくれたりと心優しい子 

が多くいることは、つばき居室の魅力の一つだと思います。 

   今年度も残りわずかとなってきましたが、 

みんなで素敵な思い出を増やしていきた 

いと思っています。 

 

 

 

 

れんげ居室（東館）    

     れんげ居室は小学生３名、中学生１名、高校生２名の男子児童６名で生活してい 

ます。小・中学生の学年が近いため騒がしいときもありますが、穏やかに楽しい毎日を 

送っています。 

 カードゲームやポータブルゲームが得意で、難しいコマンド技を披露しながら 

遊びを切磋琢磨しています。高校生になると自分の立場を理解して年下児への面倒 

見が良いので、よくゲームを通じて一緒に遊んでいる姿も見かけます。もちろん、 

子ども達同士でトラブルとなることもあるので職員の関わりはとても大切です。 

楽しいことばかりではなく、大変なこともありますが、 

職員や子ども達の間でお互い影響を受けながら 

日々成長しています。 

 

 

 

 

 

 

居室紹介 

 

  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 



森山健一（埼玉県）/櫻井内科診療所（宇都宮市）/栃木経済交友会（宇都宮市）/作新学院中等部（宇都宮市）

/日光山輪王寺 観楓会（日光市）/日光山輪王寺 親融会（日光市）/日光山輪王寺 信徒会（日光市）/上松

義典（東京都）/宇都宮仏教会青年部（宇都宮市）/㈶日本児童養護施設財団（東京都）/鈴木正（宇都宮市）

/㈱東武宇都宮百貨店（宇都宮市）/宇井大悟（日光市）/高久哲（市貝町）/Y.T.U植木・若色造園・スズサン

（宇都宮市）/阿久津輪店（日光市）/チュチュアンナ（大阪市）/成田幸子（宇都宮市）/㈱フレーベル館（東

京都）/駒場正美（宇都宮市）/あずま食品（宇都宮市）/宇都宮陽東ロータリークラブ（宇都宮市）/宇都宮更

生保護女性会（宇都宮市）/㈲東光物産（日光市）/神田賢介（日光市）/日本レコード協会（東京都）/村田理

枝（宇都宮市）/針貝地区農村環境保全会（日光市）/小松晃二（宇都宮市）/宇都宮市青少年巡回指導員会（宇

都宮市）/全国シャンメリー協同組合（東京都）/高橋雄一（宇都宮市）/24時間テレビチャリティー委員会（東

京都）/半田俊江（宇都宮市）/栃木県遊技業協同組合（宇都宮市）/ほっともっと（福岡市）/アクツデンキ（宇

都宮市）/日本鏡餅組合（新潟市）/ひまわり会（宇都宮市）/ドミノ・ピザ（東京都）/NPO 法人グッドライ

フ（大阪府）/㈶毎日新聞東京社会事業団（東京都）/㈱山口果樹園（宇都宮市）/㈲東武 東武代行（宇都宮

市）/北関東綜合警備保障㈱ 栃の葉会（宇都宮市）/小笠原正明（宇都宮市）/日本出版販売㈱・日本児童図書

出版協会（東京都）/平松弘之（宮城県）/平松里江子（宇都宮市）/タカクノカモソバ 高久博（益子町）/ベ

ルフーズサービス㈱（さくら市）/清水堅次（埼玉県）/日本コークス販売㈱（宇都宮市）/㈱RYODEN（前橋

市他）/日光山輪王寺（日光市）/半田志津江（宇都宮市）/高橋則子（宇都宮市）/鈴木キヨ子（宇都宮市） 

 

 

 

 

 

  

 

輪王寺で奉納演奏 

（R6.9.1～R6.12.31 敬称略、順不同） 

ご支援及びご協力、誠にありがとうございました。 

 

ご支援のお願い   

本園では子どもたちの学習指導、交流、環境美化等様々なボラ

ンティアのご協力を求めています。皆さまやお知り合いの方々

のご紹介等いただけたら幸いです。よろしくお願い致します。                    

園長 藤原 崇夫 

 

〒321-2105 宇都宮市下小池町 194 

TEL：028-669-2131  FAX：028-669-2241 

Email: shimotsuke-sanrakuen @nifty.com 

http ://www.shimotsuke-sanrakuen.net 

 

 

 

 

 

 
 

麺類組合様慰問 

美味しい蕎麦で満腹！ 

 

日本コークス販売様餅つき大会 

 

篠井秋祭り 

七五三参拝 

 

帰りは佐野ラーメン        

 

児童文化祭 作品展覧会 

R6.9.1～12.31の意見箱の投函数は 3件です。 

 

 

 

 

 

 
子育ての不安や悩み、困っていることやわからないことなど、気軽にご相談ください。 


